
高島市

多
く
の
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る

石
倉
会
長
：
今
日
は
御
多
忙
中
、
対
談
の
た
め
に

時
間
を
割
い
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

こ
ち
ら
へ
参
り
、
山
々
の
一
面
の
雪
景
色
に

圧
倒
さ
れ
る
思
い
で
し
た
。
自
然
が
豊
か
だ

と
思
い
ま
し
た
。

福
井
市
長
：
高
島
市
は
自
然
が
多
く
残
さ
れ
て
い

る
地
域
で
す
。
道
路
等
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
基

盤
に
弱
点
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
お
か
げ
で

開
発
の
波
に
飲
み
込
ま
れ
な
か
っ
た
部
分
が

あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
一
昨
年
、
昨
年
と
夏
休
み
だ

け
で
な
く
一
年
を
通
し
て
市
内
の
キ
ャ
ン
プ

場
に
多
く
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
末
は
大
雪
と
な
り
、
ス
キ
ー
場

は
大
に
ぎ
わ
い
で
す
。
巣
ご
も
り
に
よ
る
ス

ト
レ
ス
で
皆
さ
ん
、
外
へ
出
た
い
の
か
、
ア

ウ
ト
ド
ア
志
向
の
方
が
非
常
に
増
え
た
と
思

い
ま
す
。
県
内
だ
け
で
な
く
、
京
阪
神
か
ら

多
く
の
方
が
お
見
え
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
琵
琶
湖
畔
に
目
を
移
し
ま
す
と
、
今

年
の
４
月
か
ら
安
曇
川
町
下
小
川
地
先
に
会

員
制
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
い
よ
い
よ
着
工
と

な
り
ま
す
。
当
初
は
２
０
２
０
年
に
完
成
さ

れ
る
予
定
で
し
た
が
、
東
京
五
輪
に
伴
う
建

設
資
材
の
高
騰
や
人
手
不
足
に
よ
り
着
工
が

延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
海
外
旅
行
に
も

行
く
こ
と
も
で
き
ず
、
こ
う
し
た
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
高
島
市
の
ブ
ラ
ン
ド
向
上
、
地
元

雇
用
の
拡
大
な
ど
多
大
な
波
及
効
果
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

「
道
の
駅
」
の
活
用
―
新
鮮
で
お
い
し
い

地
元
の
「
コ
メ
」「
野
菜
」「
果
物
」

石
倉
会
長
：
そ
う
し
た
中
で
、
お
客
さ
ん
は
「
カ

ネ
」
を
落
と
し
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

福
井
市
長
：
高
島
市
内
に
は
「
マ
キ
ノ
追
坂
峠
」、

「
く
つ
き
新
本
陣
」、「
藤
樹
の
里
あ
ど
が
わ
」、

そ
し
て
、「
し
ん
あ
さ
ひ
風
車
村
」
と
い
う

道
の
駅
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
国
道
１
６
１
号
線
沿
い
に
あ
る
「
藤

樹
の
里
あ
ど
が
わ
」
で
は
来
客
数
が
年
間
お

よ
そ
80
万
人
に
上
り
、
そ
の
売
上
は
８
億
円

か
ら
９
億
円
に
も
な
り
ま
す
。
地
元
の
農
家

で
育
て
ら
れ
た
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
や
琵
琶

湖
で
獲
れ
た
湖
魚
が
店
先
に
並
び
、
大
勢
の

買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
県
外
か
ら
の

リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
特
に
京
都
の
方
が
多

い
よ
う
で
す
。

石
倉
会
長
：
高
島
市
の
お
米
は
県
内
で
も
美
味
し

い
と
の
評
判
を
聞
き
ま
す
が
。

福
井
市
長
：
高
島
市
内
に
は
知
内
川
、
石
田
川
、

安
曇
川
、
鴨
川
と
い
っ
た
川
が
あ
り
、
琵
琶

湖
に
流
れ
込
む
河
川
の
約
三
分
の
一
が
高
島

市
を
水
源
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
清
流

や
山
か
ら
流
れ
て
く
る
雪
解
け
の
冷
た
い
水

に
よ
り
、
市
内
で
と
れ
る
コ
メ
は
美
味
し
い

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

「
日
本
の
棚
田
百
選
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る

畑は
た

地
区
の
棚
田
米
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
米
は
高

い
人
気
を
誇
り
、
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
へ
提
供
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
化
学
農
薬
等
を
使
用

せ
ず
に
環
境
保
全
型
の
農
法
で
有
機
米
の
栽

培
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
農
家
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
り
、
袋
詰
め
さ
れ
た
お
米
は
道
の

駅
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
広

く
販
売
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
た
め
し
暮
ら
し

石
倉
会
長
：
湖
西
線
は
高
架
の
た
め
、
片
や
琵
琶

湖
、
片
や
比
叡
の
山
並
み
の
雄
大
な
自
然
が

楽
し
め
ま
す
が
。

福
井
市
長
：
湖
西
線
の
利
用
促
進
や
地
域
活
性
化

の
た
め
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
「
地
方
創
生
に
関

高島市長

福井 正明
全国滋賀県人会連合会副会長

京都滋賀県人会会長

石倉 宏

高島市の謂れ
　日本最古の正史である『日本書紀』継
体天皇即位前紀に「近江国高嶋郡」とあ
るのが初見です。『万葉集』などに「太
加之萬」とあり、奈良時代には高島の名
前が使われていたようです。その後、中
世には佐々木信綱の次男高信が高島郡田
中郷の地頭職になり、のちに「高島七
頭」と呼ばれる佐々木氏の一族が活躍し
ます。
高島市人口：46,864人（令和4年1月末）
　　　　　　　（滋賀県人口の3.3％）
高島市の面積：約693平方㎞
　　　　　　　（滋賀県全体の17.3％）

対談日：令和4年1月12日
場　所：高島市役所にて

「高島の　阿渡川波は　騒けども　我は家思ふ　宿り悲しみ」（『万葉集』）
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かばた

す
る
連
携
協
定
」
を
締
結
し
、
そ
の
一
環
の

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
お
た
め
し
暮

ら
し
」
を
昨
年
よ
り
開
始
し
ま
し
た
。

「
都
市
圏
で
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
地
方
に
居

住
す
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
普
段
は

高
島
市
内
の
住
宅
に
住
ん
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を

し
、
時
々
鉄
道
を
利
用
し
て
京
阪
神
の
ご
勤

務
先
に
出
社
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
仕
組
み

で
す
。
出
社
時
、
Ｊ
Ｒ
を
利
用
さ
れ
る
際
に

は
運
賃
の
優
遇
が
あ
り
ま
す
。
高
島
市
と
関

西
の
都
市
圏
に
新
た
な
人
の
流
れ
を
作
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
生し
ょ
う
ず水

」
―
か
ば
た

石
倉
会
長
：
高
島
で
は
「
水
」
は
昔
か
ら
人
々
の

暮
ら
し
に
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
。

豊かな自然と水の文化が残るまち 高島市
対談

地面に鉄管を打ちこむと地下10～20mから「生
水」が自噴してきます。水温は年間通じて約13度で、
夏は冷たく冬は暖かいです。
生水が涌き出るところを「元

もと

池
いけ

」といい、湧き出
た水は飲み水などに利用されます。その生水は「壺

つぼ

池
いけ

」に貯められ､ 野菜や果物を洗ったり冷やしたり、
食器を洗ったりすることに使われます。さらに生水
は「端

はた

池
いけ

」に流れ落ちます。端池ではコイやマスな
どの淡水魚を飼っていて、魚たちが野菜くずやご飯
粒、食べ残しなどをきれいに食べてくれます。こう
して使われた水は水路に流れ、やがて琵琶湖へ注ぎ
込みます。

かばたの仕組み
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海津大崎の桜並木 畑地区の棚田

●海津・西浜・知内の水辺景観

●針江・霜降の水辺景観

●大溝の水辺景観

高島市重要文化的景観整備計画（後編）P.43より

海津の石積み

福
井
市
長
：
高
島
に
は
湧ゆ

う
す
い水

や
琵
琶
湖
の
水
を
生

活
に
活
か
す
先
人
の
知
恵
や
生
活
文
化
が
色

濃
く
息
づ
い
て
い
ま
す
。
川
の
周
辺
の
住
民

は
か
ば
た
（
川
端
）
の
湧
水
を
「
生し
ょ
う
ず水

」
と

呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
、
大
切
に
利
用
し
な
が
ら

手
入
れ
し
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
、「
第
２
次
高
島
市
総
合
計
画
」

の
ま
ち
づ
く
り
方
針
に
も
掲
げ
て
お
り
ま
す

よ
う
に
、
生
活
文
化
を
守
り
、「
水
」
を
大

切
に
す
る
生
活
環
境
を
保
全
、
継
承
し
、「
住

み
た
い
」「
住
み
続
け
た
い
」
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

日
本
遺
産

石
倉
会
長
：
話
題
を
変
え
て
次
に
、
高
島
市
も
含

め
た
「
琵
琶
湖
と
そ
の
水
辺
景
観
」
が
「
日

本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
。

福
井
市
長
：
文
化
庁
は
歴
史
的
魅
力
に
溢
れ
る
地

域
の
「
た
か
ら
」
を
磨
き
上
げ
る
た
め
、
平

成
27
年
に
「
日
本
遺
産
」
を
認
定
す
る
制
度

を
設
け
ま
し
た
。

そ
の
第
１
号
認
定
の
一
つ
で
あ
る
「
琵
琶
湖

と
そ
の
水
辺
景
観
」
に
は
、
高
島
市
内
の
白

鬚
神
社
や
、
清
ら
か
な
水
を
暮
ら
し
の
中
に

取
り
入
れ
、
そ
れ
を
大
切
に
使
い
続
け
る
こ

と
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
文
化
的
景
観
等
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
下
に
は
「
鮒
ず

し
」
な
ど
の
独
自
の
食
文

化
や
生
業
が
伝
え
ら
れ
て

お
り
、そ
れ
ら
全
体
が
「
水

の
文
化
」
と
し
て
評
価
さ

れ
た
の
で
す
。

海
津
の
石
積
み

福
井
市
長
：
高
島
市
で
は
マ
キ
ノ
町
の
「
海
津
・

西
浜
・
知
内
の
水
辺
景
観
」
も
日
本
遺
産
の

一
つ
で
、
平
成
20
年
に
は
「
重
要
文
化
的
景

観
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
景
観
を
象
徴
す
る
も
の
が
「
湖
岸
の
石

積
み
」
で
、
西
浜
か
ら
海
津
の
沿
岸
に
高
さ

約
２
・
５
ｍ
、
幅
約
１
ｍ
、
長
さ
約
１
・
２
㎞

の
規
模
で
波
や
風
か
ら
集
落
を
守
る
た
め
に

築
か
れ
て
い
ま
す
。
海
津
は
塩
津
や
今
津
と

と
も
に
湖
北
の
「
三
津
」
の
一
つ
と
し
て
繁

栄
し
た
港
町
・
宿
場
町
で
す
。

ま
た
、
海
津
は
「
日
本
の
さ
く
ら
名
所

１
０
０
選
」
に
選
ば
れ
て
い
る
海
津
大
崎
が

有
名
で
約
８
０
０
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
琵

琶
湖
岸
約
４
キ
ロ
に
渡
り
、
毎
年
多
く
の
花

見
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
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大溝の乙女ヶ池 白鬚神社の湖上大鳥居

大溝城下古図（寛文４年）の陣屋・武家屋敷

集落中央を流れる水路

古式水道の遺構

　文化庁は、「日本遺産」として「滋賀県と大津市・彦根
市・近江八幡市・高島市・東近江市・米原市」を「琵琶
湖とその水辺景観―祈りと暮らしの水遺産」に認定しま
した。（現在は長浜市・草津市・守山市・野洲市も追加認
定されています。）いにしえから滋賀県を背景に詠まれた
歌がたくさん残されており、中には日本遺産にゆかりの
場所もあります。

大船の　香取の海に　碇おろし　如何なる人か　
物思はざらむ（万葉集：乙女ヶ池畔にて／作者不詳）

何処にか　われは宿らむ　高島の　勝野の原に　
この日暮れなば（万葉集：勝野にて／作者不詳）

旅なれば　夜中を指して　照月の　高島山に　
隠らく惜しも（万葉集：高島山にて／作者不詳）

三尾の海に　綱引く民の　ひまもなく　
立ち居につけて　都恋しも（白鬚神社にて／紫式部）

しらひげの　神の御前に　わくいつみ
これをむすへは　人の漬まむ

（白鬚神社にて／与謝野鉄幹・晶子）

大
溝
城
跡
を
含
む
「
大
溝
の
水
辺
景
観
」

福
井
市
長
：「
大
溝
の
水
辺
景
観
」
は
、
古
来
若

狭
と
畿
内
を
結
ぶ
港
「
勝
野
津
」
を
中
心
と

し
た
地
域
で
す
。
そ
う
し
た
交
通
の
要
衝
に

築
か
れ
た
大
溝
城
は
乙
女
ヶ
池
を
防
御
の
た

め
利
用
し
た
水
城
で
す
。

江
戸
時
代
に
は
大
溝
陣
屋
の
城
下
町
が
整
備

さ
れ
、
現
在
は
城
郭
内
の
出
入
り
に
使
用
さ

れ
た
総
門
が
現
存
し
、
歴
史
的
シ
ン
ボ
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
城
下
に
整
備
さ
れ

た
古
式
水
道
シ
ス
テ
ム
が
今
も
継
承
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
地
域
の
景
観
を
詠
ん
だ
歌
が

『
万
葉
集
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

メ
タ
セ
コ
イ
ア

石
倉
会
長
：
と
こ
ろ
で
、
水
辺
の
景
観
、
水
辺
文

化
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
丘
の

ほ
う
で
は
、「
メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木
」
が
有

名
で
す
が
。

滋賀県とうた
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メタセコイア並木の紅葉 海津・西浜・知内の水辺景観

福
井
市
長
：
当
初
こ
の
辺
り
に
は
栗
園
を
守
る

た
め
の
防
風
林
と
し
て
ポ
プ
ラ
並
木
が
植

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
50
年
代
に
琵

琶
湖
周
辺
を
直
撃
し
た
大
型
台
風
に
よ
る

強
風
で
な
ぎ
倒
さ
れ
て
し
ま
い
、
栗
園
も

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
う
し
た

中
、
マ
キ
ノ
町
果
樹
生
産
組
合
が
熟
慮
の

末
、
新
た
な
る
防
風
林
と
し
て
メ
タ
セ
コ

イ
ア
を
植
え
た
の
が
現
在
の
メ
タ
セ
コ
イ

ア
並
木
の
始
ま
り
で
す
。
以
来
40
年
の
間

に
大
き
く
成
長
し
、
マ
キ
ノ
ピ
ッ
ク
ラ
ン

ド
か
ら
マ
キ
ノ
高
原
ま
で
の
２
・
４
㎞
に
わ

た
っ
て
約
５
０
０
本
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
が

春
夏
秋
冬
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
、
一

年
を
通
し
て
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
（
表
紙
参
照
）。

ま
た
、
平
成
28
年
10
月
に
本
市
と
フ
ル
タ
製

菓
と
締
結
し
た
包
括
連
携
協
定
の
取
り
扱
い

の
一
環
と
し
て
、「
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
」
と
「
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
ク
ッ
キ
ー
」

を
市
内
観
光
施
設
な
ど
で
販
売
し
、
そ
の
売

上
の
３
％
を
メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木
の
保
全
活

動
の
た
め
に
寄
付
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
３
０
０
万
円
を
超
え
る
金
額
を

市
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
、

こ
の
寄
付
金
を
活
用
し
、
メ
タ
セ
コ
イ
ア
並

木
の
大
規
模
剪
定
を
実
施
し
ま
し
た
。

大
溝
祭

石
倉
会
長
：
最
後
に
高
島
市
の
「
華
」
と
し
て

「
大
溝
祭
」
を
と
り
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
井
市
長
：
大
溝
藩
主
・
分
部
氏
は
、
元
和
５

（
１
６
１
９
）年
、伊
勢
上
野
（
三
重
県
津
市
）

か
ら
大
溝
の
地
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
大
溝

祭
は
そ
の
頃
に
始
ま
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
祭
は
毎
年
５
月
に
神
輿
と
５
基
の
曳

山
が
町
中
を
巡
行
す
る
華
麗
な
も
の
で
、
昭

和
58
（
１
９
８
３
）
年
、
滋
賀
県
選
択
無
形

民
俗
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

メタセコイアは中国原産で、スギ科の落葉高木です。和名
はアケボノスギ、最高樹高は115ｍにもなります。セコイアに
似ていることから「メタ」（変形または後）「セコイア」と名付
けられました。
2016年の引越業者のCMに並木道が登場して人気になり、

さらにウェブサイトの紅葉スポットへのアクセス数で全国ト
ップクラスに。コロナ禍の影響がなかった2018年の来訪者数
は約25万人、19年は約30万人が訪れました。
平成６年に読売新聞社の「新・日本街路樹百景」、平成22年

に主婦の友社の「日本紅葉の名所100選」に選ばれています。

近江聖人・中江藤樹と渋沢栄一
近江聖人・中江藤樹は、慶長13（1608）年、高島郡小川村

の生まれです。王陽明の「知行合一」思想を広め、「日本陽明学」
の始祖と言われています。
高島市安曇川町上小川にある「藤樹神社」は、大正11（1922）

年に創建されました。
大正９（1920）年、高島郡長・佐野真次郎が神社創立運動

（募金20万円）を展開、その中で県出身の教育者・杉浦重剛か
ら紹介された人物が渋沢栄一でした。佐野の説明を受け、運動
の顧問に就任し、自ら金１千円を寄付するだけでなく各界に寄
付を呼びかけました。
渋沢はかねてから藤樹先生を尊崇し、その思想を咀嚼し、自

らの言葉で藤樹精神を語っています。

メタセコイア並木
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大溝祭カキツバタ群生地

石
倉
会
長
：
そ
れ
で
は
、最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

全
国
の
滋
賀
県
人
会
会
員
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

福
井
市
長
：
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
難
局
は
み
ん
な
が

自
覚
し
て
乗
り
切
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課

題
だ
と
思
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
は

こ
れ
ま
で
の
人
類
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。

当
時
世
界
の
人
口
の
３
分
の
１
が
感
染
し
た

言
わ
れ
る
ス
ペ
イ
ン
風
邪
や
最
近
で
は
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
や
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
の
流
行
が
記
憶
に
新
し
い

で
す
が
、
そ
の
度
に
人
類
の
叡
知
を
結
集
し

て
医
薬
の
開
発
等
で
乗
り
切
っ
て
き
ま
し

た
。
今
回
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束

ま
で
も
う
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
る
で
し
ょ

う
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
健
康
に
十
分
留
意

し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
共
に
乗

り
き
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
に
は
、
自
然
に

あ
ふ
れ
た
環
境
が
魅
力
の
高
島
市
を
是
非
と

も
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Takashima　City―a city with many rich nature landscapes and water culture
Two years ago and last year many people came to the summer camp. In the middle wintwer it was crowed with skiers. Everybody want to go 
outside　This city provides a place to enjoy the outdoors and extraordinary life, with natural landscapes remaining in the mountains,rivers 
and Lake Biwa. There are four “Michinoeki”,roadside stations ,one of which is “Adogawa”,where fresh vegetables and fruits grown by local 
farmers are lined up,２ million people visit by annually, and sales amount to ８００-９００ million yen. “Rice” grown in the cold water of the 
mountains is delicious and is also sold on the Internet. Rice terraces are bought by Biwako Hotel.
  The “Takashima City Important Cultural Landscape Improvement Plan”　was formulated and certified as a　“Japan Heritage” as a “waterside  
landscape”.
There are three waterside landscape in Takashima　City: Harie/Shimohuri　area　,Kaizu/Nishihama/Chinai area ,　Ohmizo Area.The basic 
idea of waterside landscape maintenance is to protect and inherit the rich nature and pure water,and the living culture created , many people 
realize the charm of the area, want to live in these areas, and want to continue living. They promote the creation of a city where they can do 
it.
At Harie and Shimohuri, residents around the river call the spring water of “Kabata” “raw water” and carefully use and clean the water. At 
Kaizu, masonry is built on the coast with a height of ２.５m,a width of １m　and a length of １.２km to protect wind and waves.
At Ohmizo, “waterworks remains” have been detected as old-fashioned waterworks.
Local industries include “Takashima Chijimi”,“Takashima Canvas”,”Takashima Folding Fan”,”Warosoku” and “Brush”.

百貨店「髙島屋」
創業者は越前国敦賀の飯田新七。新七は真面目に
勤めましたが奉公先の呉服屋が倒産してしまい、高
島出身の飯田儀兵衛が京都・烏丸で営んでいた米穀
商「髙島屋」の婿養子になります。
新七は天保２（1831）年隣に古着・木綿商「髙

島屋」を創業、やがて呉服を扱うようになります。
文久３（1863）年には新選組の隊旗「誠」の注文
を、皇居造営の際には調度一式の注文を受けていま
す。昭和８（1933）年に、東京・日本橋に「髙島
屋東京日本橋店」オープン。

福
井 

正
明
（
主
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）

　

 

生
年
月
日　

昭
和
27
年（
１
９
５
２
年
）1
月
16
日

　

出　
身　
地　

高
島
市
安
曇
川
町

　
　
　

藤
波
幼
稚
園
卒
園
、安
曇
小
学
校
、安
曇
川
中
学
校
、

　
　
　

高
島
高
校
、立
命
館
大
学
法
学
部
卒
業

昭
和
47
年
4
月   

滋
賀
県
庁
に
入
庁

平
成
15
年
4
月  

市
町
村
合
併
推
進
支
援
室
長

平
成
19
年
4
月  

滋
賀
県 

教
育
委
員
会　

教
育
次
長

平
成
21
年
4
月  

滋
賀
県 

農
政
水
産
部
長

平
成
24
年
3
月  

滋
賀
県
庁
を
退
職

平
成
24
年
4
月  

滋
賀
県 

病
院
事
業
庁
長

平
成
24
年 

10
月  

滋
賀
県 

病
院
事
業
庁
長
を
辞
職

平
成
25
年
2
月  

市
長
に
就
任

平
成
29
年
2
月  

市
長
に
再
任

令
和
3
年
2
月  

市
長
に
再
任
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